
  
 
 
 
 

 

 

   キ ラ リ と 光 る あ な た の 銀 行  

2019 年 2 月 15 日  

 
  公益財団法人三銀ふるさと文化財団  

   理   事  長   岩   間   弘  

 

2018 年度「三銀ふるさと三重文化賞」の受賞者決定のお知らせ  
 

公益財団法人三銀ふるさと文化財団（理事長 岩間  弘）は、社会貢献事業として三重  
県の文化向上に顕著な貢献をされた方々を顕彰する目的で、「三銀ふるさと三重文化賞」  
を贈呈し、その功績を讃えています。今般、2018 年度「三銀ふるさと三重文化賞」の  
受賞者を下記の通り決定しましたのでお知らせいたします。  

「三銀ふるさと三重文化賞」の贈呈は、平成元年度から始まり、本年度で 30 回目とな  
ります。当財団では今後も、県民文化の発展と潤いのあるふるさとづくりのため、より一  
層努力し、地域文化発展のお役に立ちたいと考えています。  

 
記  

1．受賞者  
（1）個人の部  

■美術部門（洋画）  

谷岡
たにおか

 経津子
ふ つ こ

 様 76 歳 洋画家                        
住所：津市大谷町  

   
  ■音楽・演劇部門（合唱）  

   川合
か わ い

 俊
しゅん

平
ぺい

 様 76 歳 津児童合唱団代表  
   住所：津市桜橋  
 
（2）団体の部  

■人文・民俗部門（歴史）  

伊勢
い せ

郷土会
きょうどかい

 (会長 濱口
はまぐち

 主一
しゅういち

 様 )  昭和 44 年設立 郷土調査研究   
住所：伊勢市上地町  

 
※受賞歴等の詳細につきましては、別紙  をご参照ください。  

  
2．表彰式  

■日 時 2019 年 3 月 23 日（土） 午後 1 時 30 分より  
■場 所 クラギ文化ホール（松阪市民文化会館）  
     松阪市川井町 690  

 

なお、表彰式に続き「タケカワユキヒデ」による定期コンサートを開催します。  
表彰式・コンサートへの入場には入場整理券（無料）が必要です。入場整理券は、  
2 月 15 日（金）より三重県内の第三銀行本支店窓口で先着順にお渡しします。 

以 上  

〔お問い合わせ先〕  

担 当  第三銀行総合企画部広報課内  
三銀ふるさと文化財団  事務局  須賀・中村  0598‐25‐0363 
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別紙 

 

2018 年度「三銀ふるさと三重文化賞」受賞者  
 

 

■美術部門（洋画）  

谷岡
たにおか

 経津子
ふ つ こ

 様 76 歳 洋画家 住所：津市大谷町       
 

四日市大学名誉教授、四日市市立博物館名誉館長などを務めら  
れています。平成 5 年日展洋画初入選後 22 回入選など多数の受  
賞・入選歴があります。光風会、日展での作品を公共施設等に寄  
贈しており、三重大学へ寄贈したことが認められ、内閣府の紺綬  
褒章を授与されました。津中日文化センターでの指導に開設時よ  
り係わるなど、学芸員、画家等の後進の人材育成に務められてい  
ます。  
【主な受賞歴】  日展東海展中日賞受賞（平成 24 年度）  

 
 

 

■音楽・演劇部門（合唱）  

   川合
か わ い

 俊
しゅん

平
ぺい

 様 76 歳 津児童合唱団代表 住所：津市桜橋  
 

現在、津児童合唱団代表者、津文化協会理事を務められ、教員  
時代は市教育委員会幹部や県小学校会長も務められました。25 歳の若さで「津児童合

の若さで「津児童合唱団」を結成し、今日まで 50 年間代表を務  
めています。また、三重県少年少女合唱連盟を結成し、児童合唱  
の振興発展に尽力する一方、津文化協会の発足にも係わるなど、  
永年にわたり地域文化振興に貢献されています。  
【主な受賞歴】  三重県文化功労賞（平成 23 年度）  

第 32 回中日教育賞（平成 12 年度）  
 

 

 

■人文・民俗部門（歴史） 

伊勢
い せ

郷土会
きょうどかい

(会長  濱口
はまぐち

主一
しゅういち

 様 )  昭和 44 年設立 郷土調査研究 住所：伊勢市上地町  
 

昭和 44 年「伊勢古文化同好会」の名称で発足し、昭和 46 年  
「伊勢郷土会」と改称、現在は会員 65 名を数えます。会の活動  
や研究成果などをまとめた「伊勢郷土史草」は、昭和 48 年創刊  
し、現在で 52 号を超えます。古地図「伊勢山田町之図」など郷  
土の古地図復刻や伊勢市が編集した「新伊勢市史」では、会から  
人材や資料を提供し、編集に大きく貢献されました。また、まち  
歩きなどの案内役や郷土に係る講演の講師派遣など、50 年以上  
にわたり地域の文化・歴史の保存再生活動を通じて社会奉仕に努  
められています。  

   
 


